　　　道路整備の促進と財源の確保に関する意見書

　道路は、豊かな国民生活や経済、社会活動を支える最も基本的かつ重要な社会基盤施設である。また、大規模災害時における重要な生命線の役割を担い、高次医療施設への広域的アクセス強化による医療体制の連携強化など、災害に強く安全で安心できるまちづくりの実現を図るためにも、道路の役割は、ますます重要なものとなってきている。

　本市においても、活力と魅力ある地域づくりのため、名豊道路をはじめ国道１５１号一宮バイパス、東三河環状線などの広域幹線道路の整備を進めるとともに、市民生活の利便性の向上、さらには喫緊の課題である地域の中核的な病院による医療体制の連携強化のためにも、道路整備を一層促進する必要がある。

　こうした中で、国において、「道路特定財源の見直しに関する具体策」が、平成１８年１２月に閣議決定された。地方においても毎年、道路整備や維持管理の財源に多くの一般財源を投入している実情の中で、国におかれては、制度の趣旨を踏まえつつ、真に必要な道路の整備を計画的かつ着実に進めるため、必要な道路整備の財源を確保するとともに、市町村合併が進む中、地域の実情も勘案の上、地方の道路財源を拡充強化されるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成１９年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　豊川市議会議長　鈴　川　智　彦
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